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表6-11 移 動'系 の 機 能 と 搭 載 機 器

搭 載 機 器
.∠へ 備 考搬 送 設備 口 数 機 能 と 運 用

医 療 機 器 情報処理機器 通 信 機 器

O患 者輸送車 1/T Tの 医師の往診 と患者輸送を 簡易応急処理装置
一 タ ク シ ー 無 線

(自 家用車
も可) 兼 ね る。(軽 装備)

T
○患者輸送船 1/T 上 記 と同 じ(離 島を受持って 〃

一 〃

(小 型)
い るTの み)

o救 急、 車 1/S Sの 地域 内の急患収容

(S、Tと 連絡)

応 急 処 理 装 置 簡易生体情報
収集装置

双方向無線連絡装置

S

・救(§速撃 1/S 〃 〃 〃 〃

o健 診 車 1/S Sの 地域内の定期巡回用 各 種{建 診 機 器 〃 〃 視聴覚装置をもつ

o〃 船 1/S 〃 〃(各 機 現 在の もの を強化 〃 〃 〃

器は内装無 し、運搬のみ)

Oヘ リコプタ ー 1/CB S、Tの 処 置 出来ない重症患者 簡易応急処理装置 簡易生体情報
収集装置

双方向無線連絡装置

の収容。(場 合 によっては 自
セン ターの

ノミ村 分 室 衛隊 ヘ リコプ ターの使用)
、

C =
一 一 一 一

'

一 一



3.3シ ス テ ム 構 成

3.3.1シ ス テム構成

五島地区 における医療機器システムの 構 図 を 図6-7に 示 す。 センターは、医療関係

者教育養成機関、高度医療 研究機関 として活動 中の長崎大学医 学部に設置す る。 また現在

ヘ リコプターによる救急患者 収容病院
、離 島地区の親元病院である国立大村病院に大村分

室を持ち救急診療、一般診療 の強力化をはかる。

サテライ トは、上五島 と下五島に1ヵ 所ずつ必要であるが島内である程度 の医療が実施

で きる病院 として下五 島福江市の五島病院 があ りここに サテライ ト(S1)を 設置する。 ま

た上五島では数 ヵ所の病院 でグループ ・プラクテ ィスを行 うことによって1つ の総合病院

的な医療が実施で きる状況にあ り、サ テライ トを設置 できる病院は ないが、今後整備 され

ることを前提 として地理的条件 をも考慮して上五島町の上五島病院にS1よ り小規模のサテライ

ト(S2)を 設置する。

ター ミナルは、上五 島、下五 島にそれぞれ4ヵ 所ずつ設置する。設置場所を以下に示 す。

上_陰 言 ㌶ ㌘
(s2　 ミナル)ぽ 尾蕊 ㌶ 》錫 蹴 合)

奈 留 町 一 奈留病院(医 療圏組合)

下 五 島 富 江 町 一 富江病院(同 上)

(Slの タ ー ミナル)三 井 楽 町 一 町立三井楽 診療所

玉 ノ浦 町 一 町立 玉 ノ浦診療所

また各 レベ ルご との必要資源を表6-12に 示 した。 また同表に基づきセンター=大 村 分

室 のシステム構成を図6-8に 、 サテライ ト(S1)=サ テ ラ イト(S2)=タ ー ミナルの シ

ステム構成を図6-9に 示 した。

一360-一
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図6-7五 島 地 区 シ ス テ ム 配 置 図(数 字は直線距離を示す)
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表6-i2 五 島 地 区 必 要 資 源 表

人 的 資 源
1建 造 物 ㎡
医 療 機 器 通'信 機 器 映 像 機 器 情 報 処 理 機 器 搬 送 機 器

専 門 医 高度生体情報解析装置1 多重送受信装置1 イメー ジ フ ァ イル1 大型電子計算機1
パ ラメディカル2 ファク ンミリ1 リ トリー バ ル フ ァ イル1 大容量情報検索装置1

セ ン ター
コンら 一夕要員15 400 手 書き書画1 イ メー ジ フ ァ イル端 末1 COMl
保 守 要 員3 ネ7ト ワーク制御装 置1 入出力端末装置1

《C) 事 務.員6 TV電 話1
(管 理者 を含む)

専 門 医 生体情報解析装置1 ・多重送受信装置1 小型電子計算機1
パ ラメデ ィカル2 400 搭載用医用機器1 ファクシ ミリ1 入出力端末装置1 ヘ リ コ プ タ ー

センターの

大村 分 室
コンピュータ要員4

事 務 員2
・

手 書 き書 画1
TV電 話1

.

今 (目 蒲隊に要請)

.

一 般 医3 生体情報解析装置1 多重送受信装置1 イメー ジ フ ァ イル1 小型電子計算機1 救 急 車1・F －八 フ メア ィカ ル20 健診検査装置1 ファクシ ミリ1 リ トリー バ ル フ ァ イル1 大容量情報検索装置1 救 急.船1
コン ピュータ要 員10 自動細胞スクリーニング装置1 手 書 き書画1 イメー ジフ ァイル端末1 COM1 健 診 車1

サテライト 保 守 要 員3 700 搭載用医用機器2 高解像度画像伝送装置'1 リクエス ト放映装置1 入出力端末装置1 健 診 船1
(S1) 事 務 員6 愚老監視装置1 救急指令装置1 遠隔TV診 察装置1 携帯用人出力端末装置1

運 転 手4 遠隔制御付医用装置1 移動無線装置1
自動問診装置1 ネ7ト ワーク制御装置1

分娩監視装置1

一 般 医2 生体情報解析装置1 多重送受信装置1 イメージファイル端末1 小型電子計算機1 救 急 車1
パ ラ メデ ィ カル10 健診検査装置1 ファクシ ミリ1 遠隔TV診 察装置1 入出力端末装置1 救 急 船1
コンピュータ要員2 自動 細胞スクリーニング装置1 手書 き書画1 リクエス ト放映端末1 携帯用人出力端末装置1 健 診 車1

サテライト 事 務 員4 700 搭載用医}目機器2 高解像度画像伝送装置1 健 診 船1
S2 運 転.手4 患者監視装置1 移動無線装置1

遠隔制御付医用装置1
自動問診装置1

分娩監視装置1

生体情報収集伝送装置 各1
一 般 医8 簡易環境分所装置 各1 多重送受信装置 各1 イメージフ7イ ル端末 各1 入出力端末装置 各1 患 者 輸 送 車 各1
パラメデ ィカル8 各 タ ー ミナ ル ボ ー タ ブ 几診療 ユ ニ ッ ト 各1 フ ァク シ ミリ 各1 保健教内用AV装 置 各1 携帯用入出力端末装置 各1 患 者 輸 送 船 各1
. 運 転 手8 150 小型 レン トゲン装置 各1 手書 き書画 各1 遠隔TV診 察装置端末 各1

,.

ターミナル 簡易検体検査装置 各1 高解像度画像伝送装置 リクエス ト放映 端末 各1

(T) (各 ター ミナ ル 簡易応急処理装置 各1 端末"各1 ←

1名 ずつ) 愚老監視装置端末 各1 留 守番電 話 各1

分娩監視装置端末 各1

自動問診装置端末 各1

遠隔制御付医用端末 各1

・ 増 員 分 の 実 数 ・本 プ ロ ジ ェク ト ・ 既 存 の 機 器 は 除 く ・ 同 左

備 考 のために増 設する

分のみ

・

'
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置

図6-8セ ン ター=大 村分室 シ ス テ ム構 成 図
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サ テ ラ イ トIS,♪

天 意

検索装置

遠隔TV診 察 装置

リトリーバル
フ ァ イ ル

リクエスト
放映 装 置

自動 細 胞
スクリーニ
ング装置

入出力端末

7ァ ク シ ミ リ

手書き書画伝送装置

ミ ニ コ ン ビ 一 夕ユ

ン ス テ ム

生体情報解析装置

患者 監 視 装 置

センター

自動 問 診 装 置

遠隔制御付医用装置

ル
置

イァ
装
フ.シーメイ

COM装 置

ネ

。
ト
ワ
;
ク
制
御

装
置

高
解
像
度
画
像

伝
送
装
置

救
急
指
令
装
置

携 帯 弔
入出力端末

搭載用医用
機 器

「
分娩 監 視
装 置圏

⇔
、

辱

診
置

健
装

多

重

送

受

信

装

置

☆隠

サ テ ラfト 〔S2)

遠 隔TV診 察装 置

フ ァ ク シ ミ`ノ

手書き書画伝送装置

ミ ニ コ ン ヒ ュ ー ノ

シ ス テ ム

生体情報解析装置

患 者 監 視 装 鷺

自 動 問 診 装 置

遠隔制鯛 ・1医用接置

多

重

送

受

信

装

置
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動
.響

移
舞

隠隠△鯉

タ ー ミ ナ ル

ル

ル

ル

ナ

ナ

ナ

、ミ

ぐ
、

ーミ

[

一

ー

タ

タ

多

多

重

き

受

信

装

置

切

り

換

え

器

遠隔TV診 察装置端末

フ'ク/ミ リ

手 書 き 書 画

留 守 番 電話

・高解像度画像

伝 込 端 末
メー/フ ァイ.

端 末

害 者 監 視装 置端 末

分 娩 ≧三1見装 置1端 末

自 動 ㍗診 装 置 端 末

生体情酎取集伝き装置

隔制 御付医 用端 末

入 土 ∵端末

AV装 置

L

レ

ナ

ナ

、
ミ

ご
、

一

ー

タ

タ

ご

⊃

○ ター ミナん

タ ー ミ プ ん 1
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図6-9 サ テ ラ イ ト(S1)=サ テ ラ イ ト(S2)=タ ー ミ ナ ル シ ス テ ム構 成
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3.3.2フ ロアプ ラン

セン ター(C)、 セ ンターの大村分室、 サテライト(Sl)kよ び(S2)は 既 存の医療機関 に

併設 される もので あ り、太機器 システムの機能 に必要 とされる部屋の概要のみを図示 する

とともに各 レベルの部屋名、 部屋 に設置する機器、部屋の広 さを表 と して掲げ た。 なお大

村分室 とサテライ ト(S2)に つ いてはセンター(C)、 サ テライ ト(S1)の 図表 で代用す る

もの とす るが、電算機室等に多少の変更が あり全体の規模 も小 さ くなる。また移動系 と し

て健 診車、健 診船 、救急車、救急船の概要 を図示するとと もに必要 な装備 の概略仕様 を表

に掲げ る。

,

,

表6-13 五 島 地 区 セ ン タ ー の設 置 機 器

部 屋 名 設 置 機'器 部屋 の大きさ㎡ 備 考

大型電算機一式(医 療情報入出力装置含
・

む)、 高度生体情報解析装置(返 信用 力
計 算 機 室 200

プラを含む) 、高速大容量情報検索装置、

イ ン タ ホ ー ン 、 空 調

イ メー ジ フ ァ イ ル 、 生 体 ア ナ ロ グ情 報 り '

フ ァ イ ル 室 ト リー バ ル フ ァ イル 、COM 、 書 籍 、 イ 50

ンタホーン、情報検索端末装置

TVモ ニ タ装置、動画 像伝送装置、X線

モニタ装置、遠隔制御装置、静止画像伝
モ ニ 、タ 一 室 30

送 装 置 、 ハ ー ド コ ピ ー 、 イ ン タ ホ ー ン 、

情報検索端末装置

データ伝送装置、双方向 同時通話装置、
'

通 信 室 医 用 フ ァ ク シ ミ リ、 テ レ メ ー ル、 広 帯 域 20

■
多重送受信機

休 息 室 イ ン タ ホ ー ン 、 急報 ベ ル 、 べ.ト 15

管 理 室 、 他 インタホーン、 一 テ,リ テ 磁 備 50

ヘ リコ プ ター 無 線 装 置

三

検体検査室等は病院の既存施設を利用する。

一365一
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表6-14 長 崎(五 島 地 区)サ テ ラ イ ト設 置 機 器

部 屋 名
部 屋
面積 ㎡

設 描 機 器 備 考

受 付 '般情 報 入lll力 端 末
、lD装 置、 窓U会 計装 置

健 診 室 192

健診検査装置、生体情報収集装 置、生体 アナログ情報入出力端 末、
***

カ ラーTV(入 出)、 イ メー ジフ ァ イル人 出力端 末

健診装置等は各通信 レベルに

応じた性能の ものを設置する

遠 隔 診 療 室 48

遠隔 診 療装 置:、生 体 アナ ロ グ情 報入 出力 端 末、 イ メー ジ フ7イ ノレ出

*亭*
力端 末(高 解像 度 カ ラー 静 止画 デ{ス プレイ)、 遠 隔 カラーTV(カ

メ ラ、モ ニター)、 フ ァク シ ミリ、 一般 情報 入出 力端 末

遠隔 カ ラーTVは レベ ル 】で

は サ テ ラ イ ト内で の み使 用 可

検 査 室 36 検体処理装置、各種検査装置、 ファクシミリ、一般情報入出力端末

－

X線 室 36 X線(カ メラ、モニター)、 カ ラ ーTV(カ メラ、 モニ ター)△ ムサテ ラ川 内でのみ使用

写 真 処 理 室 24
紳イ メー ジ フ ァ イル入 力端 末

'救 急 指 令 室
36 救 急 指 令 装 置

救急医指令室 24

医 用 デ ー タ入 出力端 末 、生 体 ア ナ ログ情報 入 出 力端 末 、 フ ァク シ ミ

リ、救 急医 指令 装置 、 一般 情 報 入 出力端 末 、 イ メー ジ フ7イ ル出 力

端末 〔 カ ラーTV(モ ニ タ ー、 カ メラ パ

カ ラーTVは サ テ ライ ト内 の
・

遠 隔 カ ラーTVと 兼 用 可

コン ビ,一 夕 室 :ハ6

ミニ コ ンお よび 周辺 機 器 、磁 気 テ ー プ装 置 等 、各 種 メモ リー、

フ7ク シ ミリ ・

周辺機器は レベルによ り規模

は異なる

イメー ジ

フ7イ ル室
.30

.

イ ・一 ジ ・ 。イ・π 作 成 、処 理、 ・.イ'・ 本体 検 職 置、 入 出力

端末 、 制 御盤)、 情 報 入 出 力端末

資 料 室 36

.

各 種 デー タ、 フ7イ ルの 蓄積

通 信 機 室
A

84

・

双方向広帯域送受装置、中継装置、画像情報伝送装置、通信系制御

盤、 デー タ通信装置、制御情報伝送装置'

各 科 診 察 室

生体 情 報 収集 装 置 、生 体 ア ナ ロ グ情 報 入 出力端 末 、 フ ァクシ ミ リ、

各種 診 察装 置 、 イ メージ7ァ イル 入 出力端 末で*カ ラーTV(カ メ

ラ、 モ ニ タ ー ∫'
・

手 術 室
傘

生体 情 報 収 集装 置、 カ ラーTV(カ メラ、 モ=グ ー)

カ ラーTVは レベ 九]、 口で

は サ テ ラ イ ト内で の み 使用 可

薬 局 ID、 フ7ク シ ミリ、 一般 情 報 入 出力 端末

会 議 室 カ ラーTVモ ニ タ*、 フ ァ クシ ミ リ、一 般 情 報入 出力端 末 会議資料表示用

図 書 室 フ ァ クシ ミリ、 一一般 情 報 入 出力 端 末

車 庫 救急車(船)、 健診車(船)、 救急指令受信装置

他 に

…般病院 施設

L-'

*サ テ ラ イ ト外 との交 信は カ ラー動 画 一ー レベ ルm(自 動 放映 シス テ ムの 一 部 と
.して動 作t・1)

白 黒 動 画 一一 レベ ルll以 上(レ ベ ル皿で は低 解像 度)

でi,]"E

**レ ベルi、ilで は 通 信 段階 で 方 式変 換 を行 な う。 レベ ル皿では応答が迅速である。

一367一
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米2〃
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表6-15 4一 ミ ナ ル'C長 崎 五 島 地 区)設 置 機 器

部 屋 名
レベル別 必要度

設 置 機 器 必要面積
㎡

従来面積増強の

場合
備 考

1 n m

受 付 ・一 般 事 務 室 ○ ○ ○
ID機 器 、 イン テ リジ ェ ン トタ ー ミナ ル、電 話(音 響 カ ブラ)、

留守 番 電 話装 置

12 30%増

ミニ コン等伝 送端末室 ○ ○ ○ ミニコン、端末制御装置、広帯域送 受信装置 10 新 設

薬 局 ○ ○ ○ ID 12
'10%増

一

医家 用情報資料室 ○ ○ ○

カラー テレビ受像機き ラ ァクシ ミリ、生体 アナ ログ情報 出力装置
A

高輪 度 カラーテ・亨 ・スル イPイ メー 縮 報入放 置ρ

移動無線送受装置、電話 、キーボー ド、病歴等出力装置

10

「

新 設

患者 の目のまえで医師がサテライ ト

に意 見を求めた りしては 体面にかか

わるので別 室で行 な うように した。

一 般 診 察 室 ○ ○ ○
生体 アナ ログ情報収集装置、音響 カプラ、 テ レビかメラ、

*カラーテ レビ受像 機、 心電図等伝送装置、電話
30 40%増

急 患 処 置 室 ○ ○ ○
簡 易 応急 処 置装 置 、 ポー タ ブル診療 ユ ニ ッ ト収納 棚 、 ・

テ レ ビ カ メ、ラご 患 者 監 視 装 置.

20 20%増
テ レ ビ カ メラは 一般 診 療 の もの と共

用 して も よい 。,

X線 室 ○ ○ ○

- ..～ ●～ A.

X線 装置、X線 テ ピピカヌラ* 12
,

X線 カメラ リモ コン室

＼

、 .

○ 、

X線 装 置 リモ ー トコン トロ ー ル装 置
・.!←

さ 線 テ レビモ ニ タご ・・一 ドコ ビ_!"

6

・

新 設
伝送 してサテラ イトに送 る場合はX

線伝送装置が加わ る。

検 査 室 ○ ○ ○ 簡易検体検査装置 13.5 30%増

集 会 室

(兼 保健婦研修室)
○ ○

, プ

○

保 健 教 育 用AV装 置(テ ー プ レ コー ダ ー、VTR等)

リク エ ス ト放 送 受像 機 ご リクエ ス ト用 キー ボ ー ド*

高解 像 度 カ ラー デ,ス プ レ イ㊥

28 新 設

集団検診 にも使用する。

予防接種

自 動 問 診 室 ○ ○ ○

テ レ ビ受像 機 ご 応 答 用 キー ボー ド*、

.電 話 『㌔

、

'

6

(2ユ ニ ッ ト)

.

新 設

有医 ター ミナ ノレを想定 しているので

必要 ない と思 うか設置するならば待

合室の片すみに設け る。

巡 回 車 用 車 庫 ○ ○ ○ 13.5

医 師 宿 直 室 ○ ○ σ 』
、馳. 、. 層、

、P 、 ◆
12 医 師1～2人 が寝 起 きで きる。

㊥印はレベ ル1、llで は方式変換を行 う。 レベ ル皿では応 答がはやい。

*印 は レベ ル皿以上 で必要で レベル皿では低解像度

●

'
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3.3.3移 動 系の設計

(1)巡 回診療車

健康 診断 に必要な機材をター ミナルまで運搬す る車輌。
　

但 し設備の搬出の困難なX線 装置関係のみは車内にて撮影を行ない得る様にする。

表6-16巡 回 診 擦 車 装 備 概 略 仕 様

分類 名 称 要 求 仕 様

X

線

設

備

X線 室 外部に放射線の漏洩のない様防禦壁を設ける。

X線 照射装置/X線 カメラ 胸部間接撮影のみを行な う。蓄電型 とす る。

オ ペ レ ー タ 室

X線 技 師が簡単な筆記を行なえ るデスクを備 え

る。また、X線 の被爆量を小さ くする様留意する。

X線 オ ペ レ ー タ コ ン ソー ル

X線 装置の操作を行なうためのコンソール(含 電

源),

格'

納

庫

診療 資材格納庫/更 衣室

健診機材/病 歴ファイルを現地まで運搬する。

機材搬出後はX線 受診者の為の更衣室 として使

用する。

健

診

用

機

材
⑧

ポ ー タ ブ ル 心 電 計 循環器疾患の発見

血 圧 計/脈 拍 計 金 上

内 視 鏡 、 胃 ガ ス トロ カ メ ラ 消化器系悪性新生物の早期発見

採 血 設 備 伝染性疾患、肝機能異常等の発見

検 尿 設 備 伝染性疾患、肝/腎 機能異常、糖尿病等の発見

検 便 設 備 伝染性疾患、消化器系障害、寄生虫等の発見

肺 機 能 測 定 装 置 呼吸器系疾患の発見

眼 科 検 診 設 備 眼底検査設備を含む

歯 科 検 診 設 備

そ の 他 一般身体測定装置一式(身 長、体重等)

フ
ァ
イ
ル

病 歴 フ ァ イ ル 特に中枢神経系血管損傷の発見に重要

X線 写 真 フ ァ イ ル (上 に含まれ る)

無線
設備 行先指令等受令用無線設備

(*)上 記 健診用機材の うち、携行 す るものは医師の判断に より決める。'

携 行機材が多い場合、人 員は別途乗用車等を利用す るものとし、車体は極力小型

化す る。

令

■

二372一

●



② 救 急 車

緊急加 療を 必要 とす る愚老を最寄 りのター ミナルあるいはサテライ トまで運搬 し、 その

途上若干の応急処置 を行 な うことを目的 とする亜輌。

■

○

5

表6-17 救 急 車 装 備 概 略 仕 様

分績 名 称 要 求 仕 様
・

A

愚 老 用 可 動 型 ベ ン ド 車体外まで引 き出せ る事。

看 護 用 ベ ン チ

パ ラメディカルおよび愚老近親者が2～3名 添乗で

きる事。

B

応 急 処 置 用 装 置類 酸素吸入器、血圧/脈 拍計、心電計等

応 急 処 置 用 コ ン ソール 金上用操作パネルおよび加療内容記録装置

応急措置受令用無線装置 山あい部でも送受可能な様 、HF帯 を使用 したい

C 可 搬 型 診 療 ユ ニ ッ ト 応急止血用設備、簡易問診設備等

D 行先指令受令用無線装置 応急借置受令用無線装置と並行使用の可能性あり

A

B

C

D

*注 患者運搬用設備

移動中の応急加療設備

現地での応急診療設備

車輌用移動無線設備

〔その他 〕

狭隙な山間路 走行のため、車長、車幅は可能な限 り小型化す る。但 し、 これによって患者の

安静 および加療 に支障の生 じない様にする事が必要 であ る。

(3)救 急 船/巡 回診療 船

装備 についてはそれぞ れ救急車/巡 回診療 船 とほぼ同じ。

救急船は装備 、乗 員、医師、患者等を全装備状態において軽快かつ安定に行動 し得 る性

能を有す る船舶であ ること。

巡 回診療船は既存船 に追加装備を行な う。

一373一
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●
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第7章 医療 機器 シ ス テ ム開 発 ・運 営 コス トの試算

1コ ス ト試算 における考え方

一般 に、製品 や システムを開発 しようとす る場合 に、それらが実際に開発 される場合を想定 し

て、 全体 と してどの程度の開発費が必要 とされ、 その費用が どのよ うな配 分の上 に成 り立つ かは

一つの重要 な問題であ り、大 きな システ ムの開発 にはそのような算定なしでは開発 に着手す るこ

とはで きない。

この医療機器 システムは、お よそ5年 の開発期 間を想定 した大 きなプ ・ジェク トであ り、 シス

テ ム導入時点での環境条件 には大 きな不確定性があることや技 術開発の可能性につL .・て も予断が

許されないこ とな どから、現時点において全体 の開発 コス トを算定することは非常 に難し く、危

険が大 きい。

しか し、 ここで敢えてこれを算定 しようとす る 目的は、当 システムを単 に調 査研究におけるプ

ランに止め ることな く、実地 に応用 された場合 の費用面か らの評価 を行ない、その実現性を探 っ

て設計への フィー ドバ ックを可能 にするとともに、他 の同様な シス テムに対 し、一つ のプロシェ

ク ト費用算 出の・手懸 りを提供 することにあ る。

当医療機器 システムの現地設計におい ては、 必要 とされる機能 を重点に、 カバー範囲、対象人

口等 については現地の事情 にあわせ て設計 したため、各現地 ごとに必要 とされる全体費用は規定

され ていない。 そ こで、実際にその ような システムが現地 に適用 されて開発 され る場合 を考慮 し

て、 その開発ならびに必要 な運営 期間を含めて費用を算 出する必要 がある。

それらの費用は、開発 ・運営の段階 に応 じて、 い くつか に区 分 して考えられるので、 ここでは

当医療機器 システ ムの当初 の構想に従い、以下 のよ うな部 分に区分す る。

① 新規 に開発 されるソフ トウェアおよび機器 の費用'、

これは、 当調査研究報告① 「医療機器システム開発の基本構想」に示された当医療機器 システ,

ム の構想 の うち、 新規 に開発 が必要なものと して考え られた5つ の技術分野 を48の サ ブテ ーマ

に分けて取 り上げた ものである。 ここで開発 された第1号 試作機 は原形 となるものであ って、 実'

際略 現地噸 用されるものは・れを修正改良 された第2号 勘 もの以齢 使用される・

② 医療機器 システムの導入 にあた って必要 となる費用

これは当医療機器 システムが,前 章までに述べた各現地に適用 される時に必要 となる現地 詳細 シス

テ ム設計 費、既存 の各種医療機器、① に述 べた第1号 試作機の修正 ・改良費、土地 ・建物等が含

まれ る。

,、

(注)本 章では 「山間型僻地における医療機器システム」(社 会開発システム調査研究報告書②)

でと りあげた秋 田県鷹巣 ・阿仁地区、岩手県岩泉地区お よび和歌山県御坊地区 における医

療機器 システムのコス ト試算 にっい てもふれている。
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③ 医療機器システムの運営費

当システ ムは、現地 に持ち込 まれ、据付 けを行 な って実施 される現地総合テス ト、 システム ・

サ ービス、デ ータによる分析 ・評価を含めて、 ここでは2年 間の運営期間を想定 している。

計上 され る運営費 としては、 当システムに必要 とされる医師、パ ラメデ ィカル、SE、 事 務員

等の人件費、情報処理機器の レンタル料、通信回線 の借用料、各種機器の保守費等が含 まれる。

以上の もの について、各個 の機器、 ソフ トウェア等 の単価を現在最 も信頼のおけ る各種 のデー

タをもとに定め、積上げ方式 によ り全体の費用 について概算見積 りを行なった ものであ り、 これ

はあ くまで も調査研究の段階 で、全体予算 の概略費用を把握す るために行な った試算 である。 ま

た、各試算で算出された数値 は、現時点での価格をベ ース にしたものであって、実際 の開発段階

での数値 を得 るためには、経 済の成長、技術進歩等 に伴 う数値の補正が必要となる。

しか し、この試算方法 において、それぞれの単価 を入れ替え ることによって、'他の同様のシス

テムに対 して も、全体の費用算 出が可能 となる。

,
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2単 価 算 出 の 方 法

当調査研究の対 象であ る医療機器 システムは、総合技 術的かつ未来型社会的大 システ ムであ り、

数年 の開発期 間を目途 と している ものであ るため、技術的、社会的、経済的 に未確定な要因を多

く含み、 システ ムの形態 も現地 の事情、技術的な開発の程度、社会的 制約に対す る考え方等に よ

り大 きな相異が 生ず る可能 性がある。

そのため当試算 においては、で きるだけ多 くの人の意見 と、多数の資料 に基 づいて算出を行な

った。

① 新規に開発され るソフ トウェ アお よび機器

標記のものについ ては、不確定要 素が多 く、単なる積上 げ方式を用いてその開発費用 を算出す

る ことは、誤差 の累積を招 き、必ず しも妥当な数値を得 ることは困難であるので、多数 の専 門家

に よる投票方式 を用いて費用を決定 した。

算定 にあた っては、当調査研究の主体であ る医療機器 システム本部調査研究員ならびに各技術

テ ーマごとの技 術的専門家、または営業担 当者等 の協 力者が会し、各技術 テーマごとの概況説明、

テーマの範囲、 定義等を参加者全員 に十分解説.討 論し、趣 旨が十 分徹底 した ところで、技 術テ

ーマ専門家には重点票を一票付加 して
、投票 ○集計を行な った。集計にあ た っては、算定額 の中

庸を保 つため に、上下 の最大値、最小値を除い て残 りの票の値の平 均値を求 めて、各 サブテ ーマ

の開発費 とした。 この全体 開発 費の 中には機器開発費および1号 機 作成費が含 まれ る。一

また、機器 につい ては2号 機以降 を実 用機 と して、その作成費を、また ソフ トウェアについ て

は開発された ものを現地 に適用す るための費用を修正費 として上記 と同じ投票方式に よって 見積

りを行な った。(表7-1参 照)

② 医療機器 システムの導入にあた って必要 となる費用

システム導入におけ る各 種機器、電 々公社提供の通信回線 に対す る初期費用等 については、関

係する各種資料を もとに、 当医療機器 システムの構想に合わせて算 出を行な った。

しかし、既存の機器であ っても、当 システ ムと直接結合 して使用 しない もの、 当システムのた

め に特に改造を必要 とされない もの、その他各 現地 システムで必須のもの以外は 、当 システムが

あ くまでも現状の医療サ ービスを側面か らサポー トするものである とい う意 味か ら、 見積 りの範

囲から除外 した。

また、各種施設に必要 とな る土地 については、既存の医 療機 関の敷地内に併 設 した り、地方公

共団体等 より提供 されるものとして無償扱い とした。

地理的事情その他 によ り、電 々公社のサ ービスを受け られ ない場合については、私 設の ケーブ

ルを架設することとし、距離 によりその費用を算 出 した。

現地にあわせ て医療機器 システムを よ り詳細に設計す るための システム設計 費はご新設 回線 関

係 費用を除 く設備費の10%と して概略 計上 した。
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③'医 療 機 器 シ ス テ ムの 運 営 費'-t』'"ttt:

こ の 費 用 は 、 当 シ ス テ ム の テ ス ト、 評 価 の た め の 維 持 ・運 営 に 必 要 な 費 用 で あ る が 、 こ こ で は

・主法項目ラ)夜を1どり{あげる
。 ・'

コ だ 当・≒ 辻 おいても諜 品、医翻 鰐 擁 の鴎 品や光熱 、ガソリ.等が臓 と

語 お 善 ジ 訪 ヂ ピパ 現状の医翻 ゴ 。の酪 とみあ。た雌 情 料とレ それを

これら医療関係消耗品等の費用にあてることとする。
一・t

'一 ・ ・i『'{-H人 件 費につ
い ては、俸給、賞与、厚生福利費等を含めることと し、平 均給与月額の2倍 を計上

した。医師ならびにパ ラメデ ィカルの給与 は、 「昭和47年 度 民間給与の実 態 」(人 事院給与局

編)を 参考 として決定 した。

ぼ た∴ 注 二 ご 員ならび確 守要員につい・は、 「・。,ウ 。アの剛 幽 する調査報

告書 」〔(財)日 本情報処理 開発 セン ター編)を 参考 とした。

情報処理 関係機器は レンタルとし、寛 々公社回線は回線使用料 を公社規定 の方式 により計算 し

た。コン ビnご タ関係 消耗品の費用 は 月間 レンタル料の5%と した。

!爵 敵 づ(・ては漣 造批 含む設備醐 の,%と し
、私設回綱 ついては 、。%観 込んで

ある1:1'・L'一
'庁'ご 碗 遥 扁

か柄 会瀬 瀬 等の搬 管麟 描 鹸 紬 の、。%と して計上 した。

命

'(:二=.膓 ミ.・

、?,二 ・:::'t}'

～

サ

、

声
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2単 価 算 出 の 方 法

当調査研究の対象である医療機器 システムは、総合技術的かつ未来型社会的大 システ ムであ り、

数年 の開 発期間 を目途 と している ものであるため、技 術的、社会的、経済的 に未確定な要因を多

く含み、 システムの形態 も現地 の事情、技術的な開発の程度、社会的 制約に対す る考え方等に よ

り大 きな相異が生ずる可能性がある。

そのた め当試算 においては、 できるだけ多 くの人の意 見と、多数の資料に基 づい て算出を行な

った。

① 新規に開発 されるソフ トウェアお よび・機器

標記の ものについ ては、不確定要 素が多 く、単なる積上 げ方式 を用いてその開発費用 を算 出す

ることは、.誤差 の累積を招き、必ず しも妥当な数値 を得 ることは困難であるので、多数 の専門家

による投票方式 を用いて費用を決定 した。

算定にあた っては、当調 査研 究の主体であ る医療機器 システム本部調査研究員 ならびに各技術

テ ーマご との技 術的 専門家 、または営業担 当者等 の協力者が会 し、各技術テ ーマごとの概況説明、

テーマの範囲、定義等を参加者全員 に十分解説、討論し、趣 旨が十分徹底 した ところで、技 術テ

ーマ専門家には重点票を一票付加して
、投票 ・集計を行 な った。集計にあた っては、算定額 の中

庸を保つため に、上下 の最 大値、最小値を除い て残 りの票 の値の平 均値を求めて、各 サブテーマ

の開発費 とした。 この全体開発費の中には機器 開発費お よび1号 機 作成費が含 まれ るポ

また、'機器 については2号 機以降 を実 用機 と して、その作成費を、またソフ トヴェァについて

は開発されたものを現地 に適用す るための費用を修正費 として上記 と同じ投票方式に よって 見積

りを行な った。,(表7-1参 照)

② 医療機器 システ ムの導入にあた って必要 となる費用

システ ム導 入に.おける各種機器、寛 々公社提供の通信回線 に対 する初期費用等については、関

係す る各種資料 をも とに、当医療機器 システムの構想に合わせて算 出を行 なった。

しか し、既存 の機器 であって も、当 システ ムと直接結合 して使 用 しないもの、 当システ ムのた

め に特 に改造を必要 とされない もの、その他各 現地 シス テムで必須のもの以外は 、当 システ ムが

あ くまで も現状 の医 療サ ービスを側面か らサポー トす るものであ るとい う意味から、 見積 りの範

囲か ら除外 した。

また、各種施設 に必要 とな る土地 については、既存の医 療機関 の敷地内に併設 した り、地方公

共団体等 より提供 されるものとして無償扱い と した。

地理的事情その他 によ り、電々公社のサ ービスを受けられない場合 につい ては、私 設の ケーブ

ルを架設す るこ ととし、距離によりその費用を算出 した。

現地 にあわせて医療機器 システムをよ り詳細 に設計す るための システム設計費は、新設 回線 関

係 費用を除 く設備費の10%と して概 略計上 した。
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③ 医療機器 システムの運営費

この費用は、当 システムのテス ト、評価 のための維持 ・運営に必要な費用であるが、 ここでは

'生績 自滅 を茜 ・劫 あ ・ ・'tt・ 』 ・1・

渓 だ 玄銭 三己 ・己ごおいても諜 品、睡 材構 各種:の睡 品や嫌 鉱'ガ,リ.等 が瀕 と

給 ぶ 窮 碧 訪 サ..ビロ 現状の医療サロ ○ 酪 とみあ。疎 画 有料とL亘 を

これら医療関係消耗品等の費用にあてることとす る。

㌦4勧 パ 遠 海 絵 賞与 駐 ネ畠利酷 治 ある。ととし、平均結 願 の、酷 計上

した。医師ならびにパ ラメデ ィカルの給与は、 「昭和47年 度 民間給与の実態 」(人 事 院給与局

編)を 参考 として決定 した。
べ鉱 ㌔ 完 こづ

要員ならびに保守宴飲 つい。は、 「シ。、ウ。アの評価に紺 る調査報

詩 」て(財已 縮 麺 醐 発。。。.編)惨 考とした。,

情報処理 関係機器は レンタルとし、麗 々公社回線 は回線使用料を公社規定 の方式によ り計算 し

た;tiン ピ ュ'一ソ関係 消耗品の費用 は 月間レンタル料の5%と した。

∴端 敵 瓠 どほき 造励 含澱 備酬 の,批 し
、私設回綱 ついては、。%を見込んで

∵ ギ ＼ バr:∴t-・-t'1,

あ る 。

・'{.:い オ1.∴:バ:,,、:『i'-tt

三?嘩 當『讐 る会議 搬 等の一般管理費を運営費総即10%と して計上L'e・

二5・ ∫r:ξ 三,,・1、 ・

㌻ ・ノぐ ・=バ.ζ い 三"rご ー ・ 二;.t幽:'・.'r
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表7-1医 療 機器 システム開発 ・運営 に伴 ウ費用の単価

〔単位:万 円 〕

|

テ ー マi サブテ ーマ(詳 細は第1部3章 参照), 1号 機 2号 機以降

】.多 重化、変調等. 13000 式600

4

多

重

2ア ンテナ関係'

鋭 移動携帯無線

7,∩00

3,000

訊300

1,100

化 4,ネ 。 トワ ー ク 制 御 8,000 4,500

● 5ミ 順 送受信 3,000 1,100

変

調
6衛 星 利用通信

リフレク タ利用通信

20,000

7,500

6,000

式000
■

伝 7高 性 能 フ ァ ク シ ミ リ 1,500 500

送 &手 書き書画伝送 600 100

方
gメ ッ セ ー ジ集 配 信 用 ソ フ ト 4,000 1,700 ,

式
合 計 67,600 24,900

1.検 索 装 置(コ ン ト ロ ール)

'

2900 2,000

5

プ

ア

〃(デ バ イス)

2入 出力端末装置

1,400

2600

L200

500

イ

リ

ン

3.機 密保護お よびID装 置

4.量 子 化画像処理

2,400

4400

500

900

グ 5携 帯用人出力端末装置 1,200 200
●

ア 6デ ー タ ベ ー ス管 理 用 ソ フ ト(セ ン タ ー) 4,600 600

ク

セ

ス

〃(サ テ ラ イ ト)

7.タ ス ク マ ネ ジ メ ン ト用 ソ フ ト(セ ン タ ー)

3,600

4,300

600

600

・

保

護

〃(サ テ ラ イ ト)

8コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル ソ フ ト(セ ン タ ー)

2,800

2,300

500

500

方 "〔 サ テ ライ ト) 1,200 300

式
合 計 33,700 8,400

1.イ メ ー ジ フ ァ イ ル 装 置 &400 4,800
6

'

画
2イ メ ージファイル入出力用端末 4,000 1,400

像 aリ ト リ ー バ ル ・ フ ァ イ ル 4,000
』L600

蓄 4,リ ク エ ス ト放 映 装 置 6,400 2,800

積
合 計 22β00 10,600

一383一



テ ー マ サブテーマ(詳 細 は第1部3章 参照) 1号 機 2号機以降

7. 1.量 子 化画 像伝送 9ρ00 4,200

面 カ

ラ
2高 解像度画像伝送 9800 ぴ400

像i 3遠 隔 テ レビ診察装置 6,400 2500

合 計 25,200 10,100

1,自 動 問診装置 8,400 3,200

2愚 老監視装置(単 体) 昼500 亀400

&

〃(伝 送)

a健 診検 査装置

9200

50,000

4,000

31,000

機 4細 胞 スク リーニング装置 1⑤000 5,800

器 5生 体情報解析装置 9800 4,600

等

の

イ

6高 度生体情報解析装置

τ 救急 指令装置お よび ソフ トウェア

19,000

1⑤800

7,400

10,000

ン &健 康管理 ソフ トウェア 3700 800

タ a携 帯 用診療 ユニ 。ト 1,300 200

フ 10遠 隔制御付医用装置 15,000 6800
工

1

11.生 体 情報収 集伝送装置 3,500 1,100

ス 12小 型X線 装置(可 搬型) 1,000 300

〃(据 置型) 1,500 400

13簡 易検体検査装置 2600 800

14簡 易応急処理装置 1,300 300

15搭 載用医用機器 4,800 1,200

16携 帯用分娩監視装置 12000 4,700
一

17簡 易環境用分析装置 2100 700

合 計 184,500 86,700

総 合 計 333β00 140700

一384一
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5開 発 お よび運 営 コ ス トの試 算

■

当調 査研究 において設計 された地区別医療機器 システムにつ いて、その実現にはどの程度の費

用が必要 であるかを把握す るため に、各機器等の開発 とテス ト評価、運営の費用を概略試算 した。

試算の中には、各種機器等の開発費、運営開始のための各種機器等導入費、運営 のための人件

費・同齢 等が含馳 共通蝉 価旋 めて現地別に議 することとした・ また運 営期間は

24カ 月 とした。

これ らの各現地別の総額が表7-2に 示 してあ る。

表7-2各 地 区 コ ス ト試 算 総 括 表
－wt .

〔単位:万 円 〕

地区別

費目別
宗谷 地 区

鷹巣阿仁地区
岩泉地区 御坊地区 隠岐地区 五島地区

主 案 副 案

開 発 費 1β98,361 482210 450,780 578,300 334,300 576,800 520,550

運 営 費 308ユ11 92,020 94,950 219β00 133,500 86544 140,880

システム設計費 147,336 46,465 44β81 53,420 32430 53680 46β05

運営旅費会i議費 30β11 9202 9495 2L980

「

13,350 8,654 14,088

合 計 1β84,619 629,897 600」06 873,500 513β80 725,678 722,323

▲

また、表7-4～9に は表7-2の 基礎 とな った各地区の開発費、運営 費の明細 を示す。

これ らは、設計者の設計思想や現地の事情 の相違のた～ら、各 システムで総額 に差 がみられる。

宗谷地区 は総額で約188億 円と大きいが、これは4千 雄の広 い面積をカバ ーし、人口 も12万 人

と比較的 多い数を対象 として、全部で32の ターミナルを配 してい るためであ る。宗谷地区 の人

口1人 あた りの開発運営 費は157万 円 とな ってい る。

その他 の地区 につい ては、60億 円ないし87億 円の総額 にな ってい る。

秋 田地区は、 サテライト・ター ミナル間を同軸 ケーブルで結 んだ場合を主案 とし、公社回線を

利 用 した場合を副案 と してお り、その差 は約3億 円であ る。

岩泉と御坊地区は、 ターミナル対 象人口お よび ター ミナ.fレあた りの費用がほぼ近い値 とな って

い る。

隠岐地区 については比較的狭 い地域 と人口に2サ テ ライト、12タ ー ミナルを配 してお り、 タ

ーミナルあ たりの対 象人口が2 ,500人 と少な く、人口あた りの開発運営費が高 い金額 どな って

い る。

長崎 では、対 象人口が多 く、 ター ミナルは少な く配 してあ るため、1タ ーミナルあた りめ人口

と、1タ ー ミナルあた りの費用は大 きい。(以 上表7-3参 照)

一385一



表7-3地 区 別医 療機 器 シ ス テ ム ・コス ト対 照 表

ω
o◎
ひ
ー

総 額

(百 万円)

サテライ ト・

ターミナル対

象 人口(千 人)

サテ ライト・タ

ターミナル カ

バー面積 〔克θ

サテ ライ ト/

ター ミナ ル

数

ターミナル

あたり対象

人口(人)

ターミナルあ

あた り費用
(百万円)

ターミナル

あたり対象

面積(た ゐ

人口あたり

開i発運用費
(千 円)

備 考

北海道

宗 谷
18βOO 120 4,077 1/32 3,740 687 127 157

タ ー ミナ ル ー サ ブ ・ タ ー ミ ナ ル間:

同 軸 ケ ー ブ ル(延75た η)

秋 田
主 案6β00

測 索6,000

60 1,405 1/7 8,570 903 201 106

主案:同 軸 ケーブル利用(S-T間)

副案:電 々公社 サービス利用

岩 手 8,740 100 1,652 3/9 11,110 971 183 87

.

S-T間:同 軸 ケーブル(延90克 班)

C-S間:電 々公社専用回線

和歌山 5,140 79 578

固定5

%{準 移動2 11,300 734 83 65

C-S間:寛 々公社試行サ ービス等

S-T間:寛 々公社 サービス、1部 加入

電話新設

隠 岐 7,260 30 347 2/12 2,500

.

605 29 242

長 崎 7,220 124 670 2/8 15,450 903 86 59

)

・.

.

し

ト

lce
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表7-41 宗 谷 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位:万 円〕

睡 造 物 関 係 医 療 機 器 通 信 機 器 映 像 機 器
情 報 処 理 機 器 関 係

搬 送 機 器 新 設回線関係 そ の 他 計
ハ ー ド ソ フ ト

セ ン ター

ω
τ200 1q200 lO720 &400 68β00 7α000 10,000

サ テ ラ イ ト

川 8LOOO 42L400 13710 Z800

`

37,900

、,

52050

タ

ー

ミ

ナ

ル

Ta

{9)
21,600 99,900 143b154 82800 6,300 2700

・

祷
Tb

(7[
13L440 94,080 81,214 11,200

、

4,900 7,000 72500

Tb

暗
30,720

、

67,200
・

18S632 0 lL200

一

16,000

計

80,960 313780 454,430 103,200

、、

,

12a600 70000 871750 72謁00 87.,4, 1、398ほ61

備'考
.一.一

.

'



(2)運 営 費

表74宗 谷 地 区 コ ス ト試 算
x

〔単位:万 円 〕

人 的資 源 回線使用料 消 .耗 品 保 守 費 計

セ ン タ ー

(1)

34,648

サ テ ラ イ ト

(1)

1'0,880 6,841

タ

|

.

ミ

ナ

ノレ

Ta

(9}

21,600 7,821

苦

Tb

(7}

13,440 2,622

Tb

O6)

30,720

、

7,469

計 111,288 24,753 10,000 162,070 308,111

備 考

一388一

'

・へ'「'

■
)

セ

t7'



ω
o。
O

●

u

ご・

川 開 全 ☆

表7-5 鷹 巣 ■ 阿 仁 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位 万円 〕.

種類

レベル

: 医 療 機 器 通 信 機 器
映 像機 器関係

情 報 処 理 機 器 関 係
搬送機器

新設回線関係 そ ・の 他 合 計建造物
関 係 主 薬1 割 栗 ハ ー ト' ソ フ ト 主 薬 勘 案 主案 勘案 主薬 勘案

C

セン ター
400㎡

高度生体情報解析装置

自動細胞スクリーニング装盾

自動問診装置

1

1

1

|
.

雀羅1
プアクシミリ

手書き⑭

1「

'1

1

;

.同 友

イメージワナゴル1

同上 端末1

・

コン ピュ ー
タシステム

響欝
欝

ワー

1式

1式

1

2

1

開 発ソフ 川1式

乙プ七二痴 配
アーヂ ース
タスク可トー〃 ント
コミ3ニケrン∋ン

作成ソフ ト
(医 療医車

関係)

1式

回線一
時経費,
同 左

1小計 6L200 16㎡00 7,600 7,600 6200 98β00 113,400
.

30130 3ρ20 3ρ20 25165《251650

S

サテライ ト

532㎡

生体情報解析装置

患者監視装置

遠隔制御用医用機器

自動問診装置

健診検査装置
診療ユニ ット、応急.
処理装置、搭載用医
用機器、携帯X線 分
娩按祝 理培 分析

1

】

1

1

1

各1

多重送気言

醐 郷 家

ファクンミリ

手 書 き

・

1

1

1

1

一

同左
回左

同友

一

1

1

1

一
遠隔TV
診察装置
イメ⇒刀アイル

同上端末
ljクエスト

放映装置

2

1

1

1

コンピョー

タシス テム

魏 量検索
アナログリ
トリーバル

医用情報入
出力端末
携帯用人出
撒

1式

1式

1

1

1

開発ソ7ト

作成ソフト

(黙

1式

1式

健診車

救急診
療車

歯科診
療車

雪上車

1式

2

1

1

医療
機器
.忙含 同 上 同 上

147380 14鍋20「」・計 8妬0 60謁00 7,600 4,000 14ρ00 25,700 21,900 1β00 30 30 a200 7β40

T8

タ～ミナル 222㎡

患者監視端末
生体情報収集伝送装置

自動問診装置端末

遠隔制御用医用機器端『末

簡 易検体検査装置

(診 療ユニ・ト、応急

処理、携帯X線)

1

1

1

1

1

各1

(sに 含 》

(Sに 含)

〔Sに含)

多繊 言

ファクシミリ

手 書 き

繍 期 末

1

1

1

1 (§K}ヨ

一

1司左

同左

回左

一

1

1

1

一

一

遠隔TV
診察装置

イメージフ
ァイル端末

、

2

R

・

医用情報
人出力端末

携 帯 用
人出力端末

1

1

救急診
療車

1

司軸
ケーブル

同 上

1

24β腕1小 計 s440 弐000 4,200 600 6,400 700 100 5巡00 350
1
1β60 1ρ00 15590

T8i3

下 位
ターミナル

36㎡

自動問診端末

生体情報収集伝送装置
簡易検体検査装置

簡易応急処理装置

3

3

3

3

(Sに 含} 多鋤 信

ファクンミリ

手 書 き

3

3

3

一

1司左

回左

一 一 遠隔TV診
察装置端末

3 (Sに 含〕
医用情報
入出力端末

3

一 一 一
同 上 同 上

24470 132701小 計 L670 鼠6001 5,400 1,800
'

一 1" ,00 一 8ユ00 860 1,200 840

Tb1

ターミナル
162㎡

患者監視端末

生体情報収集伝送装置

日動問診装置端末

簡 易検体検査装置
(小 型X紗 、診療ユニ

・ト、応急処理)

ll(sに 含)

i1'
lIl(s泌 含}

1i

各1

多i曲 言

(碧酬 端

フ7クシミリ

手 書 き

1

1

1

1

罷
一

同左

回左

1"j左

一 一 遠隔TV診
察装置端末

インーンフ
了イル端末

1

1

:Sに 含) 医用情報
人出力端末

携 帯 用
人出力端末

1

1

救急診
療車

患者輸
送箪

1

2

■

.

同 上 同 上

1655C 92go1小 計 25H) 2800 4.2f}O 600 1400 700 500 a600 300 840 480

Tbi2
[卜t
・2ター ミナル

8㎡

250

自動問診装端 末 21〔s臨)

」
一 一 一 一 一 一 一

250 勘

そ の 他 一

、

|
i-

1

救急指令

携帯無線

1

1

同 左
一 一

臼ミ用端末2

.400 400 1,110 U10 17β10 17二到o

精 轍端末11一

' 1UOO 1UOO 4,700

合 計
22320 1・92・ ・

主 案 副 案

28,000 132100 135300 1β00

玉 案 鯖|」案 鎌 創案

14290482210 150フ加40」00 25,700 17560 1,970 15730



(2)運 営 費

表7-5鷹 巣 ・阿仁 地 区 コ ス ト試 算

〔単位:万 円〕

種類

レペ ノレ

人 的 資 源 回線使用料 消 耗 品 費 保 守 費 合 計

職 種 数 全集 創案 主薬 副案 主業 副案 主案 副案

C

パ ラ メデ ィ カ ル

コンピコ一 夕 要 員

保 守 要 員

事 務'員

2

12

2

2

10 10 4050 4050 15990 15990 32240 32240

■
月 計508

2年 計12ユ90

s

医 師

パ ラメディカル

運 転 手

コンピュータ要 員

保 守 要 員

事 務 員

4

20

5

4

2

5

3970 3970 81。 810 12AOO 12POO

'

43β00 43400

月 計1幻9

2年 計26β20

Ta

一 2β90 一 一 3POO 1,520 3poO 4210

Tai

i=1～3

パ ラ メ デ ィ カ ル13

一 3β20

.

一 一 3260 1240 5130 6,930

月 計78

2年 計1β70

Tb

パ ラ メデ ィカル

運 転 手

5

1

一 1440 一 一 2P20 900 5790 6ユ10

月 計157

2年 計3770

Tbi

i=1～2
『 一 一 『 30 30 30 30

そ の 他 250 250 190 190 1590 1590 2P30 2P30

合 計

月 計1β52
主薬 副案 主 薬 創案 主案 副案

92ρ20 94,950
4230 12ユ80 5P50 5ρ50 38290

F

33270
∨

年 計44450

一390一
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0 表7-6
の
石 泉 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位:万 円〕

設置場所

種 類

セ ン'一

1

小 計

サ テ ラ イ ト

3『

合

計

1サテラ ト

3サテ ライト

計

タ ミ ナ ル

9

小

計

1ターミナル

ルナ
計
、ミータ
合
9

合 》 十一=一〇

備 考

建 物 関 係

500㎡

7βoe

210㎡

3400

1q20e

180㎡

之SOO

2520e

43」200

医 療 機 器

高度生体情報
解析装置

1

生体情報
解析装置

遠隔制脚付
医用装置

健診検査装置

自動細胞 スク
リーニング郷

7.4eo

1

1

1

1

4W200

144fiOO

ボ ータブ九診療
ユニット

自動問診装置

小型X線 装置

簡 易応急処理
.fi置

簡易検体検査
残置

生体情報収集
伝送装置

i

1

1

)

1

1

6000

・54
.OOO

206.00〔}

通 信 機 器

o

高性能フTrク ス

手書き書画
伝送装置

量子化画像
処理装置

1

1

1

ハ

置
縷

置

蔵
置
ト

ッ
画
装
画
装
線
装
線
装
装
フ

わ
譲
鰭
魑
馨

.

聞
書

解

子

子

急

高
手

高

量

量

救

1500

1

1

1

1

1

9.100

27.300

高性能ファック

手書き書画
伝送装置

量子化画像
伝送装置

1

1

1

4SOO

43200

7aooo

映 像 機 器

o

.

ル

ル

イ

バー

ア

ー

フ

ト

1

イメーンファイル

装 置

イメーンファイル

入出 力端 末

1.600

1

1

6200

1&600

遠隔テ レビ
診察装置

イメーシファイル

人 出 力端末

1

1

3900

35.100

55βOO

情 報 処 理 機 器 関 係

ソ、 一 ト.ク ェ ア

㊤

大型 計算機

高速大容量
検索装置

周 辺 装 置

通信制御装置

医用情報
人出力端末

1式

1式

1式

1

2

(買取価絡合計82200

レンタルの2年 分43800

中型 計算 機

高速大容量
検索装置

周 辺 装 置

通信制御装置

医用情報
入出力端末

1式

1式

1式

1

1

29.700

89.10
レンタルの2年 分4700
'医用情報

入出力端末

携需用
入出力端末

1

1

7eo

レンタルの2年 分 弐4eo

94SOO

ノ フ ト ウ ェ ア

ク

ア
式

一

九

}
ワト

トフ

ッ

ソ

念

ア一夕ペ ース
用

タスクマ ネ・ド

..画
n月

一

ン

ジ

ケ

ヨ

一

二

セ

、
ミ

フ

コ

メ

その他 シ ス
ム

各種アブ リ
ーシ.'

価格について
はその概室珂直
をセンターとサ
テライトに切
半する。

(備 考)

センター数1、

サテ ライ ト数

3の ため サテ

ライ ト1ケ 所

当 りの規枚は

小 さいが白[辞

す るとほほ

祉 なるもの
と仮定、

3LOOO

31,000

62POO

搬iき 機 器

G

健 診 車

(健診検査装置)に含まれ◎
いる

救急診療車

患者輸送車

Ix

1

t

養に まれる300

900

900

新設回線関係

/
/ /

同軸ケーブル
〔架線)

同軸 ケーブル
〔地下}

14

16

1{?OO

44.100

4"'eo

合

9alOO

324.300

160βOO

ST&30e
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(2)運 営 費

表7-6 岩 泉 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位:万 円 〕

＼ 種類
蹴 新＼

人 的 資 源
回 線 使 用 料 消 耗 品 費

保 守 費
合 計

職 種 人数 麹 合計 私設回線以外 私 設 回 線

セ ン タ ー

1

医 師
パ ラメディカル

コンピコータ要 員

保 守 要 員

事 務 員

3

2

5

3

5

46

26

30

30

18

138

52

150

90

90

計算機価格の5% 誠 費の5塚

33500
月 計520 年9400

12年 計 12500 2200 18β00.

サ テ ラ イ ト

(3ケ 所)

医 師
・ 一 一"ハ フメァ ィカル

コンピュータ要 員

保 守 要 員

事 務 員

運 転 手

18

30

6

9

15

6

46

26

30

30

18

27

828

780

、180

270

270

162

セ ン ターe→ ナテライ ト間 は

平 均80冷 灰で あ り、『こ の 間

でD-7回 線 を 使 用 す る

も の と す る 。
同 上 同 上' 設備費の10%

年

月 計a490 月 計45 年29900 年4,400
131鳥00

1・年計 59,800 UOO 2400 598σ0 8,800

タ ー ミ ナ ル

(9ケ 所)
一

医 師

パ ラメデ ィカル

工 務 員

9

9

9

46

26

18

414

234

162

サ テライ ト<→ター ミナル

間の通信は全て私設の同

軸 ケーブノヒを使用す るも
のとす る。なおセンター⇔

ターミナル間で公衆回線

を使 うが頻度が少 く費用

は無視できる。

同 上 同 上

月 計 810 一 ・ 年1τ400
54,400

1珪 計 19,400 200 3▲800

合 計 91700 1ユ00 4β00 ll3,400 8β00 219,800

備 考
∨

・ ひ
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義7-7 御 坊 地 区 コ ス ト 試 算

〔単位:万 円 〕

情 報 処 理 機 器 '

計＼ 建 造 物 医 療 機 器 通 信 機 器 映 像 機 器
,、 一 ト' ソ フ ト

織 元き物 新設回 線関係

(高 度生体情報解析) 1台 広帯域送受信装置 1台 動画像伝送装置 1台 大坦CPU－ 式(レ ンタル〕 開発 ソ フ ト
、

〔C-S間 〕
建物

770㎡

電源空調

770㎡

生体情報処理装置

(自 動細胞スクリーニング)

自動問診装置

1

1

1

双方向同時通話装置

ネ プトワーク制御装置

ファクシミリ

1

1

3

遠隔診療用TV装 置

量子化画像装置

イメージフ ァイル装置

1

1

1

アナログリトリーバルファイル

高速大容量検索装置
情報人出力用端末及び
ID装 置

デ 一 夕ベ ー ス
タスク マネ ーンメン ト

コミュニコ ントロール

メ ・セ ージ集 配信
ノ

検体輸送

車1台

(50hと する)

試行 サービス4MHz
2回 線新規架設費

」規格1回 線

遠隔制脚 付医・q喰器 1 カプラ付端末装置 4 同上端末装置 2 ミ ニ コ ン ピ コ ー タ 作成 ソ フ ト 公衆回線2回 線
135β00

1小 計 11900 1」00 10ρ00 19,400 39200 4a400 300 500

検 知 ∈置 1シラげム 広帯域送受信装置 1台 動画像伝送装置 1台 ミニコンコンゾ レンクス
(レ ン タル) 開 発 ソ フ ト 健診車 〔S-T間 〕

S 建物 、重隔制御付医用機器 1 ネプトワーク制御装置 1 遠隔診療用TV装 置 1 情報人出力用端末及び 一式 D-7観 梅7回 線

1 735㎡ 生体情報収'4汲 置 2 救急指令装置 1 量子化画像装置 1 ID・ 隻置
作成ソフト 患者輸送

.患者監視装敦 1 フ γク シ ミリ 4 イ メー ジ フ ァイル ま毛置 1
アナログリト`,一パルファイル

「 車1台 公衆回線新設区間距離

電源空調1生 体情報酬1.魑
'

1 カプラ付端末装置 4 同上端末装置 2
ミニ コン ピ ュ ー タ

検 査 用X6
検体輸送 合計5㎞

735㎡ `}娩監視装置 1 IJクエス ト放映装置 1 制御用×1 車1台

通信用 ×1 134,600

レト計 H400 24,600 20500 22200 24,900 2agOO 6600 500

簡.易X線 装置 1台 フ ァ クシ ミリ 1台 教育用TV装 置 1台 イ ンテ リシェ ン トター 自家用車
、
.

T
建 物 』

簡易検体検 査装置 1 カゾラ付端末装置 1 TVカ セ ッ ト装 置 1
ミナル

1台

5 簡易頃境分析装置 1 移動無線装置 2 簡易救急.
126㎡

ρ

(分 娩監視 装置} 1 車1台

電源等
(患 者監視装置) 1 簡易患者

128㎡
ポー タブル診 療 ーニッ ト ` 輸送車

簡易応急.処理 装置 1
、

1台

生体情報収集1バ送 1
'

4agOO
.

十}・計
9鳥oo 18500 、4,ooo 500 乞500 a500

、

・

TM

2

コ ンテ ナ

4体

12

麟 湶 装置一式

X線 装置一式

手術畏置一式

1台

1

1

フ γ クン ミ リ

1ド・1ラ付瑞 木装 置

移動 無線 装 置

1台

1

2

教育用TV装 置

TVカ セッ ト装置

1台

1

インテ リンェ ン トタ ー

ミナ ル
移動用 ト
ラ7ク1台

簡易患者
輸送車

診療器具一式 1 ち
1台 15ρ00

1小 計 a400 3600 5,600 200 1,000 Z200
、

↓

合 計 35600
1＼

57β00 50』0.0 42」300 134夕00

・

12600 1ρ00 33⇔00

ハ



(2)運 営 費

表7-7御 坊 地 区 コ ス ト試 算

〔単位:万 円 〕

人 的 資 源 回 線使 用 料 消 耗 品 保 守 費 計

パ ラ メ デ ィ カ ル 2人 〔C-S間 〕 層
C

試 行 サービス
コ ン ピュー タ要 員 8 4MHz2回 線

保 守 要 員 2 2×24×50た π

回 線 ヵ月
286×5=1400 1,493×5=7,500

事 務 員 2
J規 格1回 線

運 転 手 1 公衆回線

'小 計
26β00 11,300 1,400 7,500 49,500

S
医'師 2人 〔S-T間 〕

'

〇 一 一"ハ フ メァ ィ カ ル 5 D-7規 格

コン ピュー タ要 員 8 (計180㍍)

保 守 要 員 2 133×5÷700 1480×5=7,400

事 務 員 3 公衆回線
.

運 転 手 4

小計 31200 L300 700 7,400 44,700

T
医 師 1人

パ ラ メ デ ィ カ ル 1 受益者負担 106×5‡500

運 転 手 1

小計 19,000 2,500 21,500

医師 内科'
TM

外 科. 3入

歯科
'

o-_"ハ フ メァ ィ カル 3

保 守 要 員 1

事 務 員 1
受益者負担 83×5÷400

運 転 手 1

現地湖テム設計費 8

旅費、謝金等

小計 17,000 800 17,800

合 計 94,000 12,600 2,100 18,200 133,500

一394一

艇
、

塊
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表7-8 隠 岐 地 区 コ ス ト 試 算

・j'設 備 ☆

〔単位:乃 円 〕

醜類 ; 情 報 処 理 機 器 関 係
建造物関係 医 療 機 器 通 信 機 器 映 像 機 器 搬 送 機 器 新 設 回 線関 係 合 計

㊧〆ベ ル ハ ー ト' ・ ソ フ ト ウ ェ ア

高度生体情 報解析装置1 双方向同時通話装置3 イメーンフ ァイル1 電算機システム1式 開発/フ ト

七ン タ ー1
-

600㎡
ヘ リコプタ搭 載医療 機器2

自重顔自国胞～ペク1)一二ンク甜1

静止画画像伝送装置3 生体 アナ 。グ情 報1

リトリーバ ル装 置

高趣 溶量情報検無 置1
量子化画像処理装置1

アブリケーシ ∂ンソフト ヘ リ コ フ『タ

236200

小計 9300 15β00 24ρ00 7β00 117,100 51,400 11ρ00

健診検査装置1 電算機システム1式 開 発 ソ フ ト

遠隔 制御付医用機 器1 医療情報入出力端末装置1 アフ『リケーシ ョンソフト 救・急 軍 マ イクoウ ェ ーブ回 線

自動細胞スク`}一二ンク装置1
一アー タバンク 健 診 車 1対 向

サテライト'
,1

.100㎡ 検体処理装置1
1入出力端末装置

生体情報解析装置1 インテリジェントターミナル1 153β00

救急指令装置1
自動問診装置1

小計 `7ρ0〔, 62,400 一
31,900 2a400 200 20AOO

.

自動問診装置1 双方向同時通話装置1 医療情報入出力端末装置1
サブ
サテライ ト1、

500㎡ 遠隔制御付医用機器1 手書 き書画1
ファクシミリ1

静止画画像伝送装 置1

データシク入 出力端 末装置1

インテ リジェントターミナル1
救 急、 船
救 急 車

マイク ロ ウエ ーブ回 線

1対 向 5agOO
、

小計 7β00 10,000 8,600 6,500 、 1ρ00 20ρ00

分娩監視装置1 双方向同時通話装置1 インテ リジェントターミナル1

ターミナル

4
130㎡

患者監視装置1
応急処理 装置1
生体情報収集伝送装置1

手書 き書画1
7ァ クシミリ1

デ ー タバ ン ク1
』入 出力端 末 装 置

A1 ボ ー .タフ'ルレ ン トゲ ン1

&000

ボ一夕ヴル診療ユニット1

簡易検体検 査装置1
87200

簡易環境分析装芭1

単価 2000 ・1a200 a600 5ρ00

づ・計 &ooo 48β00 10400
⑱
20ρ00

タ ー ミナ ル

8

100η 「
応急処理苦i置1
生体情報収集伝送装置1

双方向同時辿」占・衰世1
手書き書画1

`

Aっ お.よびB ポ ータブ私診療 ユニ ノト1 ファ クシ ミ`∫1
〔 .

45β00 .

iり ㌧価
|5〔 ハo 5{i.UI}o Z600

1

レ ・・計 laωo ハ2附 《)1, 21)βOf)

}

合 計 54」OO 149.6{}0 63β00 7β00 175.51}0 73、81レ0 1220040ρ00
…

526β00

一'

、 セ ン ター用1エε斉生会 病 院 ・ヒン ダー の大 型CPUはL
健診車は健診伎変装1公 江口線ITV使 用

備 考 A および日赤病院用 セ ン タ斗 、逐]辺の他 の地 域 置に含む
の バ ソク ゾ ソ ゾも可能 lll

o
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(2)運 営 費

表7-8隠 岐 地 区 コ ス ト試 算

〔単位:万 円 〕

人 的 資 源 回 線 使 用 料 消耗品 保守費 その他 合 計

医 師2
パ ラ メ デ ィ カ ル1 電話回線一式

セ ン タ コ ン ピュータ要 員10

l

I

保 守 要 員1

事 務 員.2
30β65

運 転 手1
1

小計 12,300 720 5,800 12,045

医 師3
パ ラ メ デ ィ カ'ル18 電話回線一式
`

サテ ライト コン ピュー タ要 員2 「

1 保 守 要 員2 31,525

事 務 員4
運 転 手2

小計 20400 720 1,400 g,005

・

医 師 村

サブ パ ラ メ デ ィ カ ル2 電話回線一式
サテライ! 保 守 要 員1

1
事 務 員3 8,982

運 転 手1

小計 5ρ00 192 3,790 8982

ターミナル ITV公 社回線使用料
4 ITV公 社装置使用料

A1 電話回線 5,812

小計 1ρ56 4,756

ター ミナル

8
A2及 びB

パ ラ メデ ィ カ ル1 同 上
9,360

小計 41800 2,112 2,448 936

合 計 42,500 4,800 7,200 32P44 9β59 86,544

、

サ テ ラ イ ト、サ プサ テ ラ oマ イ ク ロ ウ ェ ー ブ に
■ 一 一@

イ トの ハ フ メ ァ ィ カ ル ついて新設費を計上
および保守要員、事務員 したので回線使用料

備 考
は ターミナルを循環す

る。

を除いたITVは カ

ラで双方向 の計算
。ITV公 社 回線使用料

22万/月
1

'

24ケ 月

ITV公 社装置使用料
4.8万/月 o

電話回線4万/月

一396一

、

<
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表7-9 五 島 地 区 コ ス ト 試 算
〔単位:万 円 〕

レベル
種類

セ ンタ ●
`

C

小計

七ン ター

大 村 分室

1

小計

サテ ラ イト

.1

S1

小言f

サテ ラ イ ト

l

S2

'卜計

タ ーttナ ル

8

T

'」・計

合 計

備

建造物関係

400ロ1

q200

400㎡

620e

700㎡

1e,835

700㎡

10.S35

医 療 機 器

高度生体情報解析1

7.400

生体情報解析装置1
搭載用医療機器1

5.800

生体情報解析装置
健診検査獲鷹

-

1

自動細胞スクリーニング1
搭載医療機器2
患着艦祝襲置1
遠隔制御付医用装置1
自動問診装置1
分娩監視.摸版1

6S.900

生体情報制¶薩 置1
健診検奔影置1
自動細胞:■クリー=ン グ1
搭載医療機 器2
患9者監視・蛯置1
遠隔制面川 医用.装置1
自動問診装置1
分娩監視寝殿1

6Z400

160㎡1簡 易応急処P膿 澱

生体 情 報取111伝 送装 置1

簡 易環 境Jiflr.陛 置1
ポー タブル診 療ユニ,ト1

小型 レ ン"グ ン・}ミ置1

簡 易検 体破 鳶寝 置1

1

19S40

「e539i"

:.。 鍔 ク
トびた

認
ハ
　㌫
慾

麗
麗

遣
月

W
接
疫
朕

麟
識
鑛
鰭

2SOOO

166500

・既存の機器を除 く

従って資源表κあるも
ののみを る

通 信 機 器

通信機器一式

鍵謝
&70e

通信機器一式

i議当
4200

通侶機器一式
多重送受信装置1
ファクシミ),1

手書 き書画1

鷺腰 許i
移動無線装置1
ネクトワーク制}醐

Z3ZOO

通信機器一式
多重送受信装置

(

ファクンミリ
手㊤き書画

高解像度 画像伝送
端末移
動無線装置

1
1

1

1

〔S1に 含 む)

1

5300

通信機器一式
多重送受 信装置r
フ ァ ク シ ミ`i

|
手 挽き書画
1「う解像度画1家
伝之…端末

l

1

1

(S1に 含む)

33fiOO

75.OOO

・同 友
'伝 送関田ま貸出※の該当

機器のところに楕負 る

映 像 機 器

映像機器一式
イメー・ンプアイル

(]ぱ 確i

7βOO

映像機器一式

嚢灘i>
i3toO

映像機器一式

踊 躍 瓢.{

3,900

輻臨
慧
灘
漂

ル
A
察
ら

式
〆
用
診
s

－
フ
育

V
(

驚
麟
囎匡

4240

29P4e

・同 左

・河 左

情 報 処 理 機 器 関 係
ハ ー ド ソ フ ト

電 算 機 一式'
コンヒェ～タシステム

(蒜 ・当
入出力端末装置1
検索装置1

3a300

電算機一式

に㌫ ㌘㌫)

入出力端末装置

5.50

電算機一式

(=言 偏;)
検索装置1
入出力端末装置.1
携滞 用人出力端末 】
COM.1

14.goo

電算機一式

(議㌶篇;)
入出力端末装置1

携帯 用入出力端末1

3JOo

人出力端末装置1
携帯川人出力端末1

ノ.

5.600

65POt,

ソフト一式

ぱ;;:':)

2&400

ソ フ ト一 式

開発 ソフ ト

(作成ソフト
ー
1

1

5.600

ソ フ ト一式

開発 ソ7ト

(作成 ソフト
ー
1

1

6.900

・ノ フ ト 一 式 .

開 発 ソ フ ト

(作成 ソフ ト
ー
[

-

4.600

45soo

む汀を☆事
.
工●

左

左

費備

へ弓

司

セ

・l

l

=
.O

・

●

●

搬 送 機 器

ヘ リコプ ター1

(自 衛隊κ要請,

救急連1
救急船1
健診車1
健診船(既 存)

3700

救急車1
救急船1
健診単1
健診船(既 存)

3700

患者輸送車

患者輸送船

1

2

eρOO

15.40

・1司 丘

・同 友

新 設 回 線 関 係

同軸ケーブル
(SA-SB間59h)

17,700
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間

間
間

間

間

間

間

ル
川
鵠

松
留
ぜ

湾

ブ
有
新
宗
着
京
三
富
玉

75

「

∠

ミ
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《
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ー

ケ

島

江

軸

五
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.福

5ZsOO

7q200

合 計

gaβoe

273eo

t3&535

11勾35

14a7SO
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(2)運 営 費

表7-9 五 島 地 区 コ ス ト試 算

〔単位:万 円 〕

種 類
レベル

人 的 資 源
: 回 線 使 用 料

消 耗 品 保 守 費 合 計

パ ラメデ ィカル2人 CA-CB間D-1規 格 ・機 器 関係2,390

セ ン タ ← コエ →要員5人 〔CB項 と 同)359・5

C 保 守要 員3人
事 務 員6人

CA-SB間D-1規 格

(SB項 と 同)1ρ31.5
23241

小計 16,800 1,391 2,660 2β90

パ ラ メディカル2人 CB-CA間D-1規 格 ・欄 書関係1ρOO

セ ン タ ー コンピゴ タ要員4人 回線保蹴 置0.55×2=Ll

大村分室 事 務 員2人 設 備 費4×2=・8
回 線専用 料7.3×2×24月) 9,01L5

(30ヘ ー40た初)=359.5

小計 4,992

`

359.5 2,660 1,000

一 般 医3人 ・機 器関 係10 ,590

サテ ライ ト パラメディカ ル20人

S1
コンビ⊂タ要員10人

保 守 要 員3人

事 務 員6人
44,126

運 転 手4人

小計 30,336 一
a200 10,590

一 般 医2人 SB-CA間 ・D-1 ・機器 関 係7 ,530

サテライ ト パ ラメディカル10人 (4線 式2回 線)

S2
コンピュータ要員2人

事 務 員4人

運 転 手4人

設 備 費2、
回線保護装置2
回線専用料2ノ

・回 線 関係3 ,540

27.9095

(120～160㍍)

小計 14208 1.0315 1,600 11070

一 般 医8人 ・機器関係7ρ84

ター ミナル パ ラメディカル8人

T 運 転 手8人

(各 ターミナル1名つつ)

・匡粥潤係lq500
36592

小計 19ρ08 一 一 17,584

合 計 85,344 2,782 10,120 42,634 140β80

・電算機関係 ・購入 した全

以外は受益 部の機器を
者負担 とし、 対 象 として
レ ン タ ル料 5%〆 年 で2

備 考
の5%/年 或

は レン タル

年分を計上

(レンタルす
できない も るものな省く)

のは全体価 ・回線関係は

格の24/45 10(μEで

を計上 計上 した。

一398一

'
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